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対馬浅茅湾のクラゲ類
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Medusozoa and Ctenophora recorded in Asou Bay,

Tsushima Island, Nagasaki Prefecture, Japan
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は　じめに

日本海の入り口のほぼ中央部に浮かぶ対馬に

大きなくさびを打ち込んだ形の浅茅湾は,比較

的大きな湾で,地形が複雑に入り組み,ポリプ

世代をもつ沿岸性のクラゲ類にとっては,たと

えばカイヤドリヒドラ類のように(久保田,

1999),生活史をそこで完了させ次世代をつな

いでいけるほど生息に適した環境である.一方,

この湾で一生を送るクラゲ類の他に,対馬暖流

にのって遠方から運ばれてくる外来性のクラゲ

類も出現する.例えば,今世紀になって異常発

生を繰り返しマスコミをにぎわせているエチゼ

ンクラゲも,主として中国から浅茅湾にも迷入

することが1995年以来知られている(久保田ほ

か, 1996 ; W.S.F., 1999).

これまで浅茅湾内のクラゲ類についての報告

はごく限られたものしかなく,上述の鉢クラゲ

類に属するエチゼンクラゲの他には,ヒドロ虫

類に属する3種,マキヒゲクラゲ,カイヤドリ

ヒドラクラゲ,およびコノバクラゲが知られて

いるだけである(Kubota, 1995;久保田,

1995 ; Kubota, 1997).

浅茅湾内にどのようなクラゲ類が出現するの

かについて,これまで著者によって, 1992年よ

り2年ごとに3回にわたり,それぞれの調査を

1-4日かけてプランクトンネットを曳いて採

集し,出現を確認した種を今回すべて挙げた.

この成果を地域的なクラゲ相が日本ではもっと

もよく解明されている和歌山県田辺湾の研究成

莱(久保田, 2003)と比較し,ここでの特性を

考察した.ただし,浅茅湾内に見られる管クラ

ゲ類については分類学的検討が不充分なため割

愛した.

材料と方法

浅茅湾内の竹敷およびその周辺で, 1992年8

月20日, 1994年9月27, 28, 29日,および1996

年12月25, 26, 27, 28日に,岸に接続した2つ

の浮き桟橋や岸から数kmほど沖合いの少数のポ

イントで小型の定性用簡易プランクトンネット

(口径30cm,長さ55cm,網目0.334mm)を水平・

鉛直に, 1回に数十mほどずつ数度曳いてクラ

ゲ類を採集した.ヒドロクラゲ類については採

集後,生きたまますぐに双眼実体顕微鏡で観察

して種を同定した.一方,鉢クラゲ類やクシク

ラゲ類などの大形の種では, E]視により確認し

た.

結　　　果

2門3綱のそれぞれの日ごとに属名のアル

ファベット順に示した.和名があれば学名の後

に付記した.
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浅茅湾のクラゲ類相

(*:外来種;**:稀少種)

刺胞動物門

ヒドロ虫網

花クラゲ目

Amphinemasp.ツリアイクラゲ属の1種

Bougainvillia bitentaculata　ユダクラゲ

Bougainvillia sp.ユダクラゲ属の1種

Cytaeissp.タマクラゲ属の1種

Ectopleurasp.ソトエリクラゲ属の1種

Euphysaaurata　カタアシクラゲモドキ

Euphysoabigelowi　カタアシクラゲ

Halitiaraformosa　コエポシクラゲ

Leuckartiara sp.エボシクラゲ属の1種

Pandeopsis ikarii

* *Podocoryne apicula

Podocoryneminima　コップクラゲ

Turritopsis nutricula　ベニクラゲ

zancleaprolifera　スズフリクラゲ

軟クラゲ目

Cirholoveniatetranema　マキヒゲクラゲ

*Clytia gardineri

Clytialanguida　フサウミコップ

Eucheilotaparadoxica　コモチクラゲ

Eucheilotasp.コモチクラゲ属の1種

Eugymnanthea japon ica

カイヤドリヒドラクラゲ

Eutimajaponica　コノバクラゲ

Tiaropsidium sp.

淡水クラゲ目

Proboscidactyla ornata

ミサキコモチクラゲ

硬クラゲ目

Aglaurahemistoma　ヒメツリガネクラゲ

Liriopetetrastyla　カラカサクラゲ

Petasiella asymmetrica　ボウシクラゲ

剛クラゲ目

Cunina sp.

Solmundella bitentaculata

ヤジロベエクラゲ

鉢虫網

冠クラゲ目

Nausithoepunctata　エフイラクラゲ

旗ロクラゲ目

Aureliaaurita　ミズクラゲ

Pelagianoctiluca　オキクラゲ

根ロクラゲ目

Mastigiaspapua　タコクラゲ

'Stomolophus nomuraiエチゼンクラゲ

有櫛動物門

有触手綱

カブトクラゲ目

Bolinopsismikado　カブトクラゲ

Leucotheajaponica　ツノクラゲ

考　　　察

以上のように2門3綱9日30属35種のクラゲ

類が確認された.ただし,生殖巣が形成されて

おらず,種レベルまで同定が困難で属どまりの

8種も含んでいる.今回報告した種はいずれも

対馬が模式産地にはなっていない.

ヒドロ虫類では, podocoryne apiculaとClytia

gardineriの2種が本邦ではこれまで報告がほ

とんどなく,対馬に産するのは注目される.ま

た,唯一の外来種であるエチゼンクラゲは,和

歌山県沿岸をはじめ,南日本の黒潮の影響を受

ける海域では出現しない.上記の3種以外は,

いずれも太平洋岸で黒潮の影響下にある和歌山

県田辺湾で見られる普通種がほとんどである.

今回のリストに挙げた種のすべてが生活史が

解明されているわけではないが,その多くの種

は沿岸性で,生活史のよくわかっているカイヤ

ドリヒドラクラゲやコノバクラゲのように

(Kubota, 1995 ; Kubota, 1997 ;久保田, 1999),

無性世代で底生生活を送るポリプが浅茅湾内の

様々な基質に定着していると推察される.
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